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【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】政治･経済
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科・3 年次
【担当教員】

杉浦 立明

【授業目標・教育方針】
この講義は、日本経済と日本の政治が直面している諸問題を具体的に解説して、身近な諸問題を考えるための基礎的
な知識と分析手法を修得する。将来の社会人として必要とされる知識や概念を学習して、自らの意見・主張をまとめ
あげて、他者に分かりやすく伝えるため実践的な訓練を実施する。

【授業概要】
・学校指定のテキストを活用しながら、政治と経済に関する知識・概念を各個人が獲得するように、授業を進行して
いく予定である。
・（１）「日本の政治と民主主義の理念」　
民主主義の理念の考察と、立法・行政・司法の三権分立のシステムの理解をすすめて、政治制度の現状を認識する。
・（２）「現代日本の経済の分析」　
現代日本の経済の現状を分析するための、基礎的理解を学習する。日々の社会問題について自ら目的を定めて、主張
を構築するための実践的訓練を課す。
・また、視聴覚教材を適宜利用しながら、現代社会の抱える諸問題の理解を深めていく。

【教科書・教材・参考書 等】
検定教科書：高等学校　政治・経済　改訂版：清水書店
資料集：最新図説政経：浜島書店

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
年間の授業計画を授業時に配布して説明する。なお、授業の進行とともに計画は変更されることもある。
授業中に、2 回の口頭報告を行い、成績評価に組み込む。
視聴覚教材（VCR,DVD）もなるべく活用して、幅広く教養の育成を行う。

【メッセージ】
１年間しっかりと授業には集中すること。
提出物の期限は守ること。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：15%，期末試験：20%，その他：授業中の報告・報告書 15％
［後期］中間試験：15%，期末試験：20%，その他：授業中の報告・報告書 15％

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【授業計画】（授業名：政治･経済）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回 イントロダクション 現代社会の政治・経済問題への関心を高める。
2-6 回 民主主義の原理 民主主義の基本的概念を考察する。（基本的人権、議

会制民主主義、国民主権等）
授業中の報告（１）
うち一回は中間試験

7-12 回 三権分立の仕組み 立法・行政・司法の三権分立を理解する。 授業中の報告（１）
13-15 回 日本の政治問題 日本の政治の現状を理解する。 授業中の報告（１）
16-20 回 市場経済の仕組み 家計の行動と企業の行動を解説する。（需要と供給） 授業中の報告（２）
21-24 回 金融の役割 銀行の役割を理解する。（金融の仲介機能、信用創造、

金融政策等）
授業中の報告（２）
うち一回は中間試験

25-27 回 財政の仕組み 政府の果たす役割を理解する。（租税制度、財政政策
等）

授業中の報告（２）

28-30 回 国際経済 貿易と為替制度について概観する。（自由貿易、外国
為替制度等）
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